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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
四
百
九
十
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
収
用
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
四
年
十
二
月
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
起
業
者
の
名
称

三
珠
町

二
　
事
業
の
種
類

三
珠
町
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
建
設
事
業

三
　
起
業
地

収
用
の
部
分
　
西
八
代
郡
三
珠
町
上
野
字
町
屋
地
内

使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１
　
法
第
二
十
条
第
一
号
要
件

三
珠
町
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
建
設
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
三
珠
町
が
行
う
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
建
設
事
業
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す

る
運
動
場
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
第
二
十
条
第
一
号
に
該
当
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
二
号
要
件

起
業
者
は
、
一
般
会
計
に
よ
り
既
に
財
政
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
本
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な

意
思
と
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
法
第
二
十
条
第
二
号
に
該
当
す
る
。

３
　
法
第
二
十
条
第
三
号
要
件

a

既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
面
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
一
部
を

児
童
館
建
設
用
地
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
面
し
か
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
と
な
っ
た
。
本
事
業
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
面
を
確
保
す
る
た
め
、
新
た
に
土
地
を
取
得
し
、

残
地
を
含
め
て
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
新
た
に
建
設
し
直
す
事
業
で
あ
る
。
町
内
の
他
の
場
所
に

は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
無
く
、
既
存
施
設
は
長
年
住
民
か
ら
利
用
さ
れ
て
お
り
、
コ
ー
ト
数
を
減

ら
さ
ず
、
従
来
の
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
住
民
の
健
康
づ
く
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
。

s

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
周
辺
の
環
境
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

失
わ
れ
る
公
共
の
利
益
は
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

d

起
業
地
は
、
既
存
施
設
の
残
地
を
含
め
た
一
団
の
土
地
が
確
保
で
き
る
こ
と
、
利
便
性
、
経

済
性
等
の
要
件
を
考
慮
し
選
定
し
た
三
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
要
件
を

満
た
す
最
も
適
当
な
も
の
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

f

本
事
業
計
画
は
、
財
団
法
人
日
本
テ
ニ
ス
協
会
が
定
め
た
テ
ニ
ス
規
則
に
基
づ
い
た
施
設
規

模
等
と
し
て
お
り
、
必
要
最
小
限
の
範
囲
を
起
業
地
と
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

g

a
か
ら
f
ま
で
の
理
由
に
よ
り
、
本
事
業
は
、「
土
地
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与

す
る
も
の
」
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
法
第
二
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
。

４
　
法
第
二
十
条
第
四
号
要
件

既
存
施
設
は
、
三
珠
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
施
設
で
あ
る
。
ま
た
、
三

珠
町
体
育
協
会
か
ら
「
従
来
ど
お
り
二
面
の
コ
ー
ト
を
確
保
す
る
よ
う
」
要
請
書
が
出
さ
れ
て
お

り
、
本
事
業
は
早
急
に
施
行
さ
れ
る
べ
き
事
業
と
認
め
ら
れ
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
法
第
二
十
条
第
四
号
に
該
当
す
る
。

５
　
結
論

１
か
ら
４
ま
で
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
は
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
よ
り
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

三
珠
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
四
十
号
　
　
平
成
十
四
年
十
二
月
二
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

六
三
五

山
梨
県
公
報
平
成
十
四
年

十
二
月
二
日

第
千
三
百
四
十
号

月　曜　日



公
　
　
　
告

�

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
の
実
施

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ

り
、
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
十
四
年
十
二
月
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
試
験
日

平
成
十
五
年
二
月
八
日
（
土
）

二
　
試
験
場
所

甲
府
市
池
田
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
立
看
護
大
学

三
　
試
験
の
種
類

１
　
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

２
　
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

３
　
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

四
　
受
験
資
格

学
歴
、
年
齢
及
び
性
別
を
問
わ
な
い
。

五
　
試
験
の
方
法
及
び
科
目

１
　
筆
記
試
験

（一）

毒
物
及
び
劇
物
に
関
す
る
法
規

（二）

基
礎
化
学

（三）

毒
物
及
び
劇
物
の
性
質
及
び
貯
蔵
そ
の
他
取
扱
方
法

２
　
実
地
試
験

毒
物
及
び
劇
物
の
識
別
及
び
取
扱
方
法

六
　
受
験
手
続

１
　
提
出
書
類

（一）

受
験
願
書

（二）

履
歴
書
（
受
験
願
書
の
裏
面
）

（三）

戸
籍
抄
本
又
は
住
民
票
抄
本

（四）

写
真
（
出
願
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
、
無
帽
、
上
半
身
像
の
も
の
で
、
縦
六
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
履
歴
書
の
写
真
欄
に
は
り
付
け
る
こ
と
。）

２
　
受
験
手
数
料

一
万
五
百
円
（
受
験
願
書
に
一
万
五
百
円
に
相
当
す
る
額
面
の
山
梨
県
収
入
証
紙
を
は
り
付
け
、

消
印
し
な
い
こ
と
。）

受
験
手
数
料
は
、
出
願
を
取
り
消
し
、
又
は
受
験
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
還
付
し
な
い
。

七
　
受
験
願
書
の
受
付
期
間
及
び
提
出
先

１
　
受
付
期
間

平
成
十
五
年
一
月
六
日
（
月
）
か
ら
同
月
十
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
一
月
十
日
（
金
）
ま

で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と
す
る
。

２
　
提
出
先

住
所
地
を
所
管
す
る
各
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
（
保
健
所
）
に
提
出
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
県
外
居
住
者
に
あ
っ
て
は
、
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課
（
山
梨
県
甲
府
市
丸

の
内
一
丁
目
六
番
一
号
）
と
す
る
。

八
　
合
格
者
の
発
表

合
格
者
に
は
、
合
格
証
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
平
成
十
五
年
二
月
二
十
八
日
（
金
）
に
受
験
番

号
を
県
庁
南
側
及
び
各
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
（
保
健
所
）
の
掲
示
板
に
発
表
す
る
ほ
か
、
合
否

を
郵
便
は
が
き
で
通
知
す
る
。

九
　
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課
（
電
話
〇
五
五
│
二
三
七
│
一
一
一
一
内

線
三
四
六
二
番
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

�

平
成
十
四
年
度
に
お
け
る
保
安
林
内
の
立
木
の
伐
採
を
許
可
す
べ
き
皆
伐
面
積
の
限
度

森
林
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号
）
第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
十
四
年
度
に
お
け
る
保
安
林
の
皆
伐
に
よ
る
立
木
の
伐
採
に
つ
き
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
す
べ
き
皆
伐
面
積
の
限
度
を
定
め
た
の
で
、
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
四
年
十
二
月
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

同
　
一
　
の
　
単
　
位
　
と
　
さ
　
れ
　
る
　
保
　
安
　
林

皆
　
伐
　
面
　
積
　
の
　
限
　
度

甲
府
地
区
水
源
か
ん
養
保
安
林

一
、
六
三
二
・
六
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

甲
府
地
区
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

一
七
六
・
二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

甲
府
地
区
保
健
保
安
林

三
・
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

笛
吹
川
水
源
か
ん
養
保
安
林

一
、
二
一
三
・
九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

笛
吹
川
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

一
一
三
・
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

笛
吹
川
干
害
防
備
保
安
林

〇
・
七
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

鰍
沢
地
区
水
源
か
ん
養
保
安
林

一
、
八
五
〇
・
二
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

鰍
沢
地
区
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

一
四
二
・
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
四
十
号
　
　
平
成
十
四
年
十
二
月
二
日

六
三
六



鰍
沢
地
区
干
害
防
備
保
安
林

五
・
五
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

鰍
沢
地
区
保
健
保
安
林

一
一
・
五
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

韮
崎
地
区
水
源
か
ん
養
保
安
林

一
、
一
九
五
・
〇
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

韮
崎
地
区
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

五
六
七
・
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

多
摩
川
上
流
水
源
か
ん
養
保
安
林

七
一
三
・
八
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

多
摩
川
上
流
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

一
六
・
五
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

相
模
川
中
流
水
源
か
ん
養
保
安
林

一
、
一
六
三
・
九
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

相
模
川
中
流
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

一
三
八
・
六
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

相
模
川
上
流
水
源
か
ん
養
保
安
林

一
二
二
・
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

相
模
川
上
流
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

一
七
二
・
七
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

�

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
四
年
十
二
月
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
昭
和
町
清
水
新
居
字
南
河
原
一
一
一
四
の
一
、
一
一
一
四
の
三
、
一
一
一
四
の
七
、
一

一
一
四
の
八
、
一
一
一
四
の
九
、
一
一
一
四
の
一
〇
、
一
一
一
四
の
一
一
、
一
一
一
四
の
一
二
、
一

一
一
四
の
一
三
、
一
一
一
四
の
一
四
、
一
一
一
四
の
一
五
、
一
一
一
四
の
一
六
、
一
一
一
四
の
一
七

及
び
一
一
一
四
の
一
八

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

水
　
　
路

ご
み
置
場

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
昭
和

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
府
市
伊
勢
四
丁
目
二
十
二
番
一
号
　
西
甲
府
住
宅
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
　
戸
田
克
己

�

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
四
年
十
二
月
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
白
根
町
上
今
諏
訪
字
御
勅
使
先
七
〇
一
の
一
、
七
〇
四
の
一
、
七
〇
五
の
二
及
び
七
〇

六
の
一

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

中
巨
摩
郡
白
根
町
上
今
諏
訪
千
七
百
四
十
五
番
地
一
　
小
林
昭

中
巨
摩
郡
白
根
町
上
今
諏
訪
千
六
百
七
十
四
番
地
　
伊
藤
邦
明

甲
府
市
国
母
二
丁
目
三
番
四
十
号
ロ
イ
ヤ
ル
ヒ
ル
小
林
百
六
　
鈴
木
弘

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
四
十
号
　
　
平
成
十
四
年
十
二
月
二
日

六
三
七



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
四
十
号
　
　
平
成
十
四
年
十
二
月
二
日

六
三
八


